
国土交通省における主な新型コロナウイルス対策（概要）①国土交通省におけるこれまでの主な新型コロナウイルス対策（概要）

〇 国土交通省においては、新型コロナウイルスの感染拡大の状況に対応し、１月30日に「国土交通省新型コロナウイルス
感染症対策本部」を設置。現在のところ、主として、①国内における感染拡大の防止、②影響を受ける産業等への対応、
③水際対策に取り組んできている。移動の自粛解除（6/19）以降における、主な①に関する取り組みは以下のとおり。

◆国土交通省所管分野における感染予防対策

・業種ごとに策定される感染拡大予防ガイドラインについて、関係業界への情報提供・助
言の実施及び感染症の専門家の紹介等により策定を支援

・国土交通省所管業界では54の団体で41のガイドラインが策定済み

・各事業者へガイドラインに沿った感染予防対策の要請

・事業者が講じている感染予防対策や利用者に求める感染予防対策について、ホーム
ページ等により情報発信 等

◆公共交通機関における感染予防対策

・事業者による感染拡大予防ガイドラインに基づく感染予防対策の徹底及び利用者への
呼びかけ（マスクの着用、会話を控えること、車内換気への理解と協力、テレワーク、時
差出勤等）

・官民連携でマスクの着用等の新たな利用スタイルについての情報発信を図るため、「＃
公共交通あんしん利用」のハッシュタグを作成

・経済団体等に対し、テレワークや時差出勤の取組について、関係大臣とともに国土交
通大臣から協力依頼 等

国内における感染拡大の防止

※鉄道における呼びかけ例（ポスター）
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